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銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
聴
有
五
患
」
と
古
代
中
国
の
「
聴
」

椛 

島
　
雅 

弘

キ
ー
ワ
ー
ド
：
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
／
「
論
政
論
兵
之
類
」
／
「
聴
有
五
患
」
／
「
聴
」

序
言

　
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
〔
貳
〕』
に
は
、「
佚
書
叢
残
」
と
し
て
、「
論
政
論
兵
之
類
」
五
十
篇
、「
陰
陽
・
時

令
・
占
候
之
類
」
十
二
篇
、「
其
他
」
十
三
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
小
論
で
は
、「
論
政
論
兵
之
類
」
五
十
篇
の
中
で
先
行
研
究
が
未
だ

存
在
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
竹
簡
の
保
存
状
態
が
比
較
的
良
好
な
「
聴
有
五
患
」
を
取
り
上
げ
て
、
全
体
の
内
容
・
構
成
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
上
で
、
古
代
中
国
に
お
い
て
「
聴
」
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。
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一
、「
聴
有
五
患
」
釈
読

　
ま
ず
、
整
理
小
組
に
よ
る
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
情
況
簡
介
を
参
考
に
し
て
、
書
誌
情
報
を
ま
と
め
る
。
篇
題
は
「
聴
有
五
患
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
元
々
竹
簡
に
篇
題
は
無
く
、
整
理
者
が
内
容
か
ら
仮
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
竹
簡
は
合
計
で
十
二
簡
で
あ
る
が
、
一
部
が
欠
損

し
て
い
た
り
墨
が
擦
れ
て
文
字
が
見
え
な
い
簡
が
あ
る
。
簡
長
は
約
二
十
七
・
五
セ
ン
チ
、
簡
幅
は
〇
・
五
セ
ン
チ
〜
〇
・
七
セ
ン
チ
、

厚
さ
は
〇
・
一
セ
ン
チ
〜
〇
・
二
セ
ン
チ
。
完
簡
に
は
、
二
十
七
〜
二
十
九
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
判
読
で
き
る
文
字
は
、
約
三
〇
〇

字
。
編
綫
は
三
道
、
簡
端
は
平
斉
。
ま
た
、
一
五
〇
八
簡
は
「
之
」
の
上
に
一
字
か
二
字
欠
損
が
見
ら
れ
、
文
献
の
首
簡
で
は
な
い
可
能

性
が
あ
る
。

　
続
い
て
「
聴
有
五
患
」
全
体
を
釈
読
す
）
1
（

る
。「
一
五
〇
八
」
〜
「
一
五
一
九
」
の
漢
数
字
は
、
原
釈
文
に
記
さ
れ
た
竹
簡
番
号
で
あ
り
、

ま
た
…
…
は
竹
簡
が
欠
損
し
て
判
読
で
き
な
い
箇
所
、
□
は
竹
簡
の
欠
字
、【
　
】
は
原
文
で
確
認
で
き
な
い
文
字
を
整
理
者
が
補
っ
た

も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
ま
た
、
現
代
語
訳
中
の
（
　
）
内
の
文
字
は
直
前
の
文
字
を
解
説
し
た
も
の
、﹇
　
﹈
は
筆
者
が
補
っ
た
も
の

で
あ
る
。
以
下
、
釈
文
、
訓
読
、
現
代
語
訳
、
語
注
の
順
に
掲
げ
る
。
な
お
、
筆
者
の
判
断
で
便
宜
上
、
本
文
を
二
つ
の
段
落
に
分
け
て

い
る
。

［
釈
文
］

【
聴
有
五
患
】

…
…
之
。
曰
、
麻
索
易
詳
之
音
）
1

（
注
、
非
一
人
之
聲
也
。
千
金
之
裘
、
非
一
狐
之
白
也
。
先
王
之
經
紀
天
下
、
一
五
〇
八
非
一
人
之
□
）
2

（
注

也
。
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故
曰
、
假
而
又
假
、
果
有
天
）
3

（
注
下
。
借
而
又
借
、
果
成
王
覇
。
假
借
務
其
道
存
乎
一
五
〇
九
聽
。
然
而
聽
有
五
患
。
其
二
在
内
、
其
三
在
外
。

曰
、
内
之
二
患
何
也
。
曰
、
中
心
不
虛
、
耳
目
一
五
一
〇
不
）
4

（
注
閒
雖
聞
善
言
、
不
）
5

（
注
著
於
心
、
内
二
患
也
。
外
三
患
何
。
曰
、
貴
其
勢
、
因
聽
其

言
。
美
其
色
、
一
五
一
一
因
聽
）
6

（
注

言
。
親
其
身
、
因
聽
其
言
。
然
則
貴
・
美
・
親
不
必
智
。
賤
・
惡
・
疏
、
不
必
愚
。
是
故
曰
、
聽
【
貴
一
五
一
二

如
）
7

（
注
】
聽
賤
、
聽
美
如
聽
惡
、
聽
親
如
聽
疏
。
然
□
）
8

（
注

外
患
除
矣
。
故
萬
乘
之
主
、
務
存
於
【
舉
一
五
一
三
廢
）
9

（
注
賞
】
罰
。

　
曰
、
何
從
知
其
然
也
。
曰
、
昔
者
周
武
王
舉
太
公
望
、
召
公
）
10

（
注

奭
・
周
公
旦
從
之
。
何
□
一
五
一
四
□
類
利
耳
。
故
舉
一
賢
而
二
賢
從
之
。

豈
慌
二
賢
從
之
而
已
哉
。
天
下
之
士
皆
至
。
武
王
□
一
五
一
五
□
□
□
□
□
□
□
□
□
天
子
□
□
□
□
□
□
□
成
□
者
□
□
於
得
太
公
望
也
。

□
）
11

（
注

一
五
一
六
貴
爲
天
子
、
富
有
天
下
、
殺
王
子
比
干
、
戮
）
12

（
注

箕
子
胥
）
13

（
注

餘
。
誅
賢
大
夫
二
人
、
而
天
之
）
14

（
注

士
皆
【
□
】
一
五
一
七
罰
至
於
身
死
爲
戮
。
邦

爲
墟
、
可
謂
不
能
誅
矣
。
故
萬
乘
之
主
、
務
存
於
舉
廢
賞
一
五
一
八
罰
。
之
兩
主
者
是
已
。
一
五
一
九

［
訓
読
］

【
聴
有
五
患
】

…
…
之
。
曰
く
、
麻
の
易
詳
す
る
の
音
を
索つ

く
す
は
、
一
人
の
声
に
非
ざ
る
な
り
。
千
金
の
裘
は
、
一
狐
の
白
に
非
ざ
る
な
り
。
先
王

の
天
下
を
経
紀
す
る
は
、
一
人
の
□
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
曰
く
、
仮
り
て
又
た
仮
り
れ
ば
、
果
た
し
て
天
下
を
有た
も

つ
。
借
り
て
又
た
借

り
れ
ば
、
果
た
し
て
王
覇
と
成
る
。
仮
借
し
て
其
の
道
を
務
む
る
は
、
聴
に
存
す
。
然
れ
ど
も
聴
に
五
患
有
り
。
其
の
二
は
内
に
在
り
、

其
の
三
は
外
に
在
り
。
曰
く
、
内
の
二
患
と
は
何
ぞ
や
。
曰
く
、
中
心
虚
な
ら
ず
、
耳
目
間
な
ら
ず
。
善
言
を
聞
く
と
雖
も
、
心
に
著つ

か

ざ
る
は
、
内
の
二
患
な
り
。
外
の
三
患
と
は
何
ぞ
や
。
曰
く
、
其
の
勢
を
貴
び
、
因
り
て
其
の
言
を
聴
く
。
其
の
色
を
美
と
し
て
、
因
り

て
言
を
聴
く
。
其
の
身
に
親
し
み
、
因
り
て
其
の
言
を
聴
く
。
然
れ
ど
も
則
ち
貴
・
美
・
親
、
必
ず
し
も
智
な
ら
ず
。
賤
・
悪
・
疏
、
必

ず
し
も
愚
な
ら
ず
。
是
の
故
に
曰
く
、【
貴
】
を
聴
く
に
賤
を
聴
く
が
【
如
】
く
し
、
美
を
聴
く
に
悪
を
聴
く
が
如
く
し
、
親
を
聴
く
に
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疏
を
聴
く
が
如
く
す
。
然
□
外
患
除の
ぞ

か
る
。
故
に
万
乗
の
主
、
務
め
は
【
挙
廃
】・【
賞
】
罰
に
存
す
。

　
曰
く
、
何
に
従
り
て
其
の
然
る
を
知
ら
ん
や
。
曰
く
、
昔
周
の
武
王
、
太
公
望
を
挙
げ
、
召
公
奭
・
周
公
旦
之
れ
に
従
う
。
何
□
□
類

利
耳
。
故
に
一
賢
を
挙
ぐ
れ
ば
二
賢
之
れ
に
従
う
。
豈
に
直
だ
二
賢
之
れ
に
従
う
の
み
な
ら
ん
や
。
天
下
の
士
皆
至
る
。
武
王
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
天
子
□
□
□
□
□
□
□
成
□
者
□
□
於
得
太
公
望
也
。
□
貴
き
こ
と
天
子
と
為
り
、
富
は
天
下
を
有
ち
、
王
子
比
干
を
殺

し
、
箕
子
胥
余
を
戮
は
ず
か
しむ

。
賢
大
夫
二
人
を
誅
し
、
天
の
士
皆
【
□
】
罰
は
身
に
至
り
、
死
し
て
戮
め
ら
る
。
邦
は
墟
と
為
り
、
誅
す
る
能

わ
ず
と
謂
う
べ
し
。
故
に
万
乗
の
主
、
務
め
は
挙
廃
・
賞
罰
に
存
す
。
之
の
両
主
は
是
れ
の
み
。

［
現
代
語
訳
］

【
聴
有
五
患
】（
話
し
を
聴
く
際
の
五
つ
の
患
）

…
…
之
。
曰
く
、
麻
（
大
き
な
ふ
り
つ
づ
み
）
が
、〔
音
を
〕
伸
ば
し
尽
く
し
音
を
全
う
し
て
〔
伝
え
る
〕
の
は
、
一
人
が
〔
発
す
る
〕

声
（
音
楽
の
響
き
）〔
だ
け
が
要
因
〕
で
は
な
い
。
千
金
の
高
価
な
皮
衣
は
、
一
匹
の
白
毛
だ
け
で
〔
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
〕
で
は
な
い
。

先
王
が
、
守
る
べ
き
綱
紀
を
天
下
に
広
め
る
の
は
、
た
っ
た
一
人
の
□
〔
だ
け
が
要
因
〕
で
は
な
い
。
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ

る
。
他
の
力
を
沢
山
借
り
れ
ば
、
よ
う
や
く
天
下
を
所
有
す
る
。
他
の
力
を
沢
山
借
り
れ
ば
、
よ
う
や
く
王
者
や
覇
者
と
成
る
。
他
の
力

を
充
分
に
借
り
て
そ
の
道
を
務
め
る
に
は
、「
聴
く
こ
と
」
に
要
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
聴
く
こ
と
」
に
は
五
つ
の
患
い
が
あ
る
。
そ

の
内
、
二
つ
は
〔
人
間
の
〕
内
側
に
あ
り
、
三
つ
は
〔
人
間
の
〕
外
側
に
あ
る
。
曰
く
、
内
側
の
「
二
患
」
と
は
な
に
か
。
曰
く
、
心
の

中
が
〔
色
々
な
感
情
が
詰
ま
っ
て
〕
空
で
は
な
い
、
耳
目
が
「
間
」（
静
か
）
で
は
な
い
。
善
い
言
葉
を
聞
い
て
も
心
に
残
ら
な
い
の
は
、

〔
人
間
の
こ
の
〕
内
側
の
二
患
〔
が
原
因
〕
で
あ
る
。
外
側
の
三
患
と
は
な
に
か
。
曰
く
、
そ
の
〔
相
手
が
〕
貴
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の

言
葉
を
聴
く
こ
と
、
そ
の
〔
相
手
の
〕
容
色
が
い
い
か
ら
と
い
っ
て
、〔
そ
の
〕
言
葉
を
聴
く
こ
と
。
そ
の
〔
相
手
が
〕「
親
」（
自
分
に
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近
し
い
者
）
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
言
葉
を
聴
く
こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
、「
貴
」・「
美
」・「
親
」
は
必
ず
し
も
〔
相
手
が
〕「
智
」
で
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。「
賤
」・「
悪
」・「
疏
」
は
、
必
ず
し
も
〔
相
手
が
〕「
愚
」
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、【
貴

い
】〔
人
の
〕
話
し
を
聴
く
時
に
も
、
あ
た
か
も
蔑
し
い
〔
人
の
〕
話
し
を
聴
く
【
か
の
よ
う
に
し
て
】、
容
色
が
い
い
〔
人
の
〕
話
し
を

聴
く
時
に
も
、
あ
た
か
も
醜
い
〔
人
の
〕
話
し
を
聴
く
か
の
よ
う
に
し
て
、
身
内
の
〔
人
の
〕
話
し
を
聴
く
時
に
も
、
あ
た
か
も
疎
遠
な

〔
人
の
〕
話
し
を
聴
く
か
の
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
然
□
外
患
は
除
か
れ
る
。
だ
か
ら
大
国
の
君
主
は
、〔
外
患
に
気
を
つ
け

て
〕
政
治
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、【
挙
廃
】（
登
用
と
罷
免
）
と
【
賞
】
罰
に
重
点
を
置
く
。

　
曰
く
、〔
大
国
の
君
主
は
〕
何
に
よ
っ
て
そ
れ
（
政
治
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
挙
廃
と
賞
罰
に
重
点
を
置
く
こ
と
）
が
正
し
い
と
知
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
曰
く
、
昔
は
周
の
武
王
は
太
公
望
を
登
用
し
、〔
そ
の
後
に
〕
召
公
奭
・
周
公
旦
は
こ
れ
（
武
王
）
に
従
っ
た
。

何
□
□
類
利
耳
。
よ
っ
て
一
人
の
賢
者
を
登
用
す
れ
ば
二
人
の
賢
者
が
こ
れ
（
君
主
）
に
従
う
。
ど
う
し
て
二
人
の
賢
者
〔
だ
け
〕
が
従

う
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。〔
実
際
は
二
賢
ど
こ
ろ
か
〕
天
下
の
〔
有
能
な
〕
士
は
皆
至
る
の
で
あ
る
。
武
王
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
天
子

□
□
□
□
□
□
□
成
□
者
□
□
於
得
太
公
望
也
。〔
一
方
〕
□
（
紂
王
）
は
位
が
貴
く
天
子
と
な
り
、
富
は
天
下
を
所
有
し
た
が
、
王
子

比
干
を
殺
し
、
箕
子
胥
余
を
戮
め
た
。
こ
の
よ
う
に
賢
者
で
あ
る
大
夫
二
人
を
誅
し
て
（
処
罰
し
て
）、
天
〔
下
〕
の
〔
有
能
な
〕
士
は

【
□
】、
罰
が
身
に
至
り
、
殺
さ
れ
て
恥
を
さ
ら
し
、
国
は
廃
墟
と
な
り
、〔
こ
の
よ
う
な
有
様
で
あ
る
の
は
、
紂
王
が
〕
誅
す
る
こ
と
を

正
し
く
で
き
て
い
な
い
と
言
え
る
。
よ
っ
て
大
国
の
君
主
は
、〔
こ
の
よ
う
な
実
例
を
知
っ
て
、
気
を
つ
け
て
〕
政
治
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
挙
廃
と
賞
罰
に
重
点
を
置
く
。
こ
の
両
主
（
武
王
と
紂
王
）
の
〔
違
い
〕
は
こ
れ
（
政
治
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
挙
廃
と
賞
罰
に
重

点
を
置
い
た
か
ど
う
か
）
だ
け
で
あ
る
。
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〔
語
注
〕

（
注
1
） 「
麻
」は
、「
大
き
い
ふ
り
つ
づ
み
」の
意
。『
爾
雅
』釈
楽
に「
大
鼗
謂
之
麻
。（
中
略
）麻
者
概
而
長
也
。（
大お
お
鼗と
う
を
之
れ
麻
と
謂
う
。（
中
略
）麻
は
概な
ら

し
て
長
ず
る
な
り
。）」と
あ
る
。「
易
」は
、「
の
ば
す
」の
意
。『
説
文
通
訓
定
声
』に「
易
、
叚
借
爲
弛
。『
左
氏
』隱
六
、『
商
書
』曰
、
惡
之
易
也
。

按
、
延
也
。（
易
は
、
仮
借
し
て
弛
と
為
す
。『
左
氏
』隠
六
に
、『
商
書
』に
曰
く
、
悪
之
れ
易の

ば
す
な
り
。
按
ず
る
に
、
延
な
り
。）」と
あ
る
。

「
詳
」は
、「
尽
く
す
」の
意
。『
漢
書
』食
貨
志
上
の「
亦
未
可
詳
」の
注
に「
顔
師
古
曰
、
詳
、
謂
悉
盡
也
。（
顔
師
古
曰
く
、
詳
、
謂
う
こ
こ
ろ
は

悉
く
尽
く
す
な
り
。）」と
あ
る
。「
索
」は「
尽
く
す
、
全
う
す
る
」の
意
。『
広
雅
釈
詁
』に「
索
、
盡
也
。（
索
は
、
尽
く
す
な
り
。）」と
あ
る
。

（
注
2
） 

原
注
で
は
、
文
字
の
わ
ず
か
な
痕
跡
と『
説
苑
』建
本
篇
に「
千
金
之
裘
、
非
一
狐
之
皮
。
台
廟
之
榱
、
非
一
木
之
枝
。
先
王
之
法
、
非
一
士
之

智
也
。（
千
金
の
裘
、
一
狐
の
皮
に
非
ず
。
台
廟
の
榱す
い
、
一
木
の
枝
に
非
ず
。
先
王
の
法
、
一
士
の
智
に
非
ざ
る
な
り
。）」と
あ
る
こ
と
か
ら
、

□
が「
知
」で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
他
に「
一
人
之
知
」に
関
す
る
用
法
は
、『
韓
非
子
』喩
老
篇
に「
不
隨
道
理
之
數
、
而
学
一
人

之
智
。
此
皆
一
葉
之
行
也
。（
道
理
の
数
に
随
わ
ず
し
て
、
一
人
の
智
を
学
ぶ
は
、
此
れ
皆
一
葉
の
行
い
な
り
。）」と
あ
る
。
一
方
、『
慎
子
』知

忠
篇
に
は「
故
廊
廟
之
材
、
蓋
非
一
木
之
枝
也
。
粹
白
之
裘
、
蓋
非
一
狐
之
皮
也
。
治
亂
安
危
、
存
亡
榮
辱
之
施
、
非
一
人
之
力
也
。（
故
に
廊

廟
の
材
は
、
蓋
し
一
木
の
枝
に
非
ざ
る
な
り
。
粹す
い

白は
く

の
裘
は
、
蓋
し
一
狐
の
皮
に
非
ざ
る
な
り
。
治
乱
・
安
危
、
存
亡
・
栄
辱
の
施
は
一
人
の

力
に
非
ざ
る
な
り
。）」と
あ
り
、
□
が「
力
」で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
図
版
を
見
る
限
り「
知
」の
文
字
の
痕
跡
は
殆
ど
確
認
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
解
釈
を
保
留
し
た
。

（
注
3
） 

原
注
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
第
一
輯
の『
六
韜
』第
七
篇
に「
假
則
又
假
、
以
王
天
下
…
…
」と
い
う
残
簡
が
あ
り
、
こ
れ
と
類
似
す
る
。

（
注
4
） 

こ
こ
で
の「
間
」は
、「
静
か
」の
意
味
で
と
り
、「
耳
目
不
間
」を「
耳
目
が
静
か
で
な
く
、
騒
が
し
い
状
態
で
あ
る
」と
解
釈
し
た
。『
楚
辞
』招
魂

の「
侍
君
之
閒
些
。（
君
の
間
に
侍
せ
ん
。）」の
注
に「
閒
、
靜
也
。（
間
は
、
静
か
な
り
。）」と
あ
る
。

（
注
5
） 

原
釈
で
は
、「
確
」の
字
で
あ
り
、
原
注
で「
著
」か「
儲
」と
読
む
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。「
著
」と
す
る
と
、「
著
於
心
」は「
心
に
残
る
」と

い
う
意
味
と
な
り
前
後
の
文
脈
と
も
意
味
が
通
じ
る
。
ま
た『
淮
南
子
』原
道
訓
に「
夫
内
不
開
于
中
而
淮
学
問
者
、
不
入
於
耳
而
不
著
於
心
、

此
何
以
異
於
聾
者
之
歌
也
。（
夫
れ
、
内
、
中
に
開
け
ず
し
て
、
強
い
て
学
問
す
る
者
は
、
耳
に
入
れ
ず
、
心
に
著
か
ず
。
此
れ
何
ぞ
以
て
聾ろ
う

者し
や
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の
歌
う
に
異
な
ら
ん
や
。）」と
い
う
用
例
も
あ
る
。
一
方「
儲
」と
す
る
と
、「
儲
於
心
」は「
心
に
蓄
え
る
」と
い
う
意
味
と
な
る
が
、
そ
う
す
る

と
前
後
の
意
味
が
通
ら
ず
、
ま
た「
儲
於
心
」の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て「
著
」で
釈
読
し
た
。

（
注
6
） 
原
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
句
の「
聽
」の
下
に
は「
其
」の
字
が
書
き
漏
れ
て
い
る
。
現
代
語
訳
の
際
に
は
補
っ
て
い
る
。

（
注
7
） 「
貴
如
」の
二
文
字
に
つ
い
て
は
、
元
々
残
欠
し
て
い
る
箇
所
で
、
原
注
は
附
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
文
の「
聽
美
如
聽
惡
、
聽
親
如
聽
疏
」と

同
じ
形
式
の
文
章
だ
と
推
測
し
て
補
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
8
） 

□
は
、
前
文
に「
然
而
聽
有
五
患
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
而
」の
文
字
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
注
9
） 

原
注
に
、「
舉
廢
賞
」の
三
字
は
、
下
文
に「
故
萬
乘
之
主
、
務
存
於
舉
廢
賞
罰
」と
い
う
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
っ
た
と
あ
る
。

（
注
10
） 

原
注
で
は
、
元
々
の
文
字
の「
昭
公
昔
」と
い
う
の
は
、「
召
公
奭
」の
こ
と
だ
と
す
る
。「
昭
」と「
召
」、「
昔
」と「
奭
」は
、
古
音
で
は
発
音
が
近

く
、
通
用
し
て
い
る
。

（
注
11
） 

原
注
で
は
、『
墨
子
』明
鬼
下
篇
に「
昔
殷
王
紂
、
貴
爲
天
子
、
富
有
天
下
…（
昔
殷
の
紂
王
、
貴
き
こ
と
は
天
子
と
為
り
、
富
は
天
下
を
有
ち

…
）」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
残
欠
し
て
い
る
箇
所
を
紂
王
の
名
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
注
12
） 『
史
記
』周
本
紀
に「
居
二
年
、
聞
紂
昏
乱
暴
虐
滋
甚
、
殺
王
子
比
干
、
囚
箕
子
。（
居
る
こ
と
二
年
、
紂
の
昏
乱
暴
虐
滋
い
よ
い
よ

甚
し
く
、
王
子
比
干

を
殺
し
、
箕
子
を
囚
う
る
を
聞
く
。）」と
あ
り
、
ま
た
宋
微
子
世
家
に
は「
於
是
武
王
乃
封
箕
子
於
朝
鮮
而
不
臣
也
。（
是
に
於
て
武
王
乃
ち
箕

子
を
朝
鮮
に
封
じ
臣
と
せ
ざ
る
な
り
。）」と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
記
述
か
ら
、
箕
子
は
紂
王
に
捕
ら
え
ら
れ
た
が
殺
さ
れ
は
せ
ず
、
後
に
武
王

に
よ
っ
て
朝
鮮
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
文
中
の「
戮
箕
子
胥
余
」を「
箕
子
胥
余
を
戮
す
」と
読
ん
で
し
ま
う
と
、『
史
記
』と
齟
齬
を

き
た
し
て
し
ま
う
た
め
、『
史
記
』に
従
っ
て「
戮
は
ず
か
しむ

」と
読
ん
だ
。

（
注
13
） 

原
注
に
よ
れ
ば
、『
荘
子
』大
宗
師
篇
に「
箕
子
胥
餘
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
胥
餘
」は
箕
子
の
名
で
あ
る
と
す
る
。

（
注
14
） 「
天
之
士
」は
前
に「
天
下
之
士
」と
い
う
語
句
が
見
ら
れ
る
の
で
、「
下
」の
字
が
抜
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
代
語
訳
の
際
に
は
補
っ
て
い

る
。

　「
聴
有
五
患
」
の
中
で
も
特
徴
的
な
の
が
、
聴
患
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。「
聴
有
五
患
」
で
は
、
君
主
が
臣
下
の
言
葉
を
聴
く
際
の
患

い
が
五
つ
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
二
つ
が
「
内
患
」
に
、
三
つ
が
「
外
患
」
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
内
患
」
は
、「
自
身
の
心
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の
内
よ
り
生
ず
る
患
い
」、「
外
患
」
は
「
相
手
か
ら
生
ず
る
患
い
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

  

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
外
患
へ
の
対
策
は
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
内
患
へ
の
対
策
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
あ
え

て
一
方
だ
け
の
対
策
を
書
か
な
い
理
由
と
し
て
は
、
単
純
な
筆
写
漏
れ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
他
の
可
能
性
と
し
て
「
聴

有
五
患
」
は
、
内
患
よ
り
も
外
患
―
つ
ま
り
君
主
が
臣
下
の
言
葉
を
聴
く
際
の
注
意
点
を
重
点
的
に
解
説
し
て
い
る
、
と
い
う
見
方
も
で

き
る
。
実
際
に
本
文
で
は
、「
然
□
外
患
除
か
る
」
の
す
ぐ
後
に
「
故
に
万
乗
の
主
、
務
め
は
【
挙
廃
】・【
賞
】
罰
に
存
す
」
と
続
い
て

お
り
、
内
患
よ
り
も
外
患
の
方
を
重
要
視
し
て
い
る
よ
う
な
文
脈
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
中
国
古
代
に
お
け
る
「
聴
」

　
先
述
の
通
り
、「
聴
有
五
患
」
に
お
け
る
特
徴
的
な
内
容
と
し
て
、
聴
患
に
関
す
る
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
聴
」
に
関
連
す

る
記
述
は
古
代
の
諸
書
に
も
見
え
る
。
ま
ず
、『
管
子
』
白
心
篇
に
は
、

人
言
善
、
亦
勿
聽
。
人
言
惡
、
亦
勿
聽
。
持
而
待
之
、
空
然
勿
兩
之
、
淑
然
自
清
。
無
以
旁
言
爲
事
成
。
察
而
徵
之
、
無
聽
辯
、
萬

物
歸
之
、
美
惡
乃
自
見
。

人
善
と
言
う
も
、
亦
た
聴
く
こ
と
勿
か
れ
。
人
悪
と
言
う
も
、
亦
た
聴
く
こ
と
勿
か
れ
。
持
し
て
之
れ
を
待
ち
、
空
然
と
し
て

之
れ
を
両わ
か

つ
勿
く
、
淑
然
と
し
て
自
ら
清
な
れ
。
旁
言
を
以
て
事
成
る
と
為
す
勿
か
れ
。
察
し
て
之
れ
を
徴
し
、
弁
に
聴
く
こ

と
無
か
れ
。
万
物
之
れ
に
帰
す
れ
ば
、
美
悪
乃
ち
自
ら
見あ
ら
わる

。

と
あ
る
。「
聴
有
五
患
」
と
同
じ
く
、
安
易
に
他
人
の
言
葉
を
額
面
通
り
に
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
白
心
篇

の
「
人
善
と
言
う
も
、
亦
た
聴
く
こ
と
勿
か
れ
。
人
悪
と
言
う
も
、
亦
た
聴
く
こ
と
勿
か
れ
」
に
つ
い
て
は
、「
聴
有
五
患
」
の
外
の
三

8
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患
の
対
策
で
あ
る
、「
是
れ
故
に
曰
く
、
貴
を
聴
く
に
賤
を
聴
く
が
如
く
し
、
美
を
聴
く
に
悪
を
聴
く
が
如
く
し
、
親
を
聴
く
に
疏
を
聴

く
が
如
く
す
」
と
類
似
す
る
。
ま
た
白
心
篇
で
は
、「
空
然
と
し
て
之
れ
を
両わ
か

つ
勿
く
、
淑
然
と
し
て
自
ら
清
な
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

外
だ
け
で
な
く
、
内
に
関
す
る
方
策
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　「
聴
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
、『
呂
氏
春
秋
』
に
も
見
え
る
。

聽
言
不
可
不
察
。
不
察
則
善
不
善
不
分
。
善
不
善
不
分
、
亂
莫
大
焉
。

言
を
聴
く
は
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
察
せ
ざ
れ
ば
則
ち
善
不
善
分
か
た
ず
。
善
不
善
分
か
た
ざ
れ
ば
、
乱
焉
よ
り
大
な
る
は

莫
し
。

凡
人
亦
必
有
所
習
其
心
、
然
後
能
聽
説
。
不
習
其
心
、
習
之
於
學
問
。
不
學
而
能
聽
説
者
、
古
今
無
有
也
。

凡
そ
人
も
亦
た
必
ず
其
の
心
に
習
う
所
有
り
て
、
然
る
後
に
能
く
説
を
聴
く
。
其
の
心
に
習
わ
ざ
れ
ば
、
之
を
学
問
に
習
う
。
学
ば

ず
し
て
能
く
説
を
聴
く
者
は
、
古
今
有
る
無
き
な
り
。（
聴
言
篇
）

　
聴
言
篇
で
は
、
ま
ず
「
言
を
聴
く
は
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
り
、「
聴
く
」
こ
と
に
対
す
る
深
刻
な
認
識
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
正
し
く
聴
く
た
め
に
は
、「
其
の
心
に
習
わ
ざ
れ
ば
、
之
を
学
問
に
習
う
」、
つ
ま
り
自
身
の
心
を
修
養
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
心
を
修
養
す
る
た
め
に
は
、
学
問
が
必
要
だ
と
す
る
。

　
次
に
『
淮
南
子
』
原
道
訓
に
は
、

故
聽
善
言
便
計
、
雖
愚
者
知
説
之
。
稱
至
德
高
行
、
雖
不
肖
者
知
慕
之
。
説
之
者
衆
、
而
用
之
者
鮮
。
慕
之
者
多
、
而
行
之
者
寡
。

所
以
然
者
何
也
。
不
能
反
諸
性
也
。
夫
內
不
開
于
中
而
淮
學
問
者
、
不
入
於
耳
而
不
著
於
心
、
此
何
以
異
於
聾
者
之
歌
也
。
效
人
爲

之
而
無
以
自
樂
也
。
聲
出
於
口
、
則
越
而
散
矣
。

故
に
善
言
便
計
を
聴
け
ば
、
愚
者
と
雖
も
之
れ
を
説
ぶ
を
知
り
、
至
徳
高
行
を
称
す
れ
ば
、
不
肖
な
る
者
と
雖
も
之
れ
を
慕
う
を
知
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る
。
之
れ
を
説
ぶ
者
は
衆
か
れ
ど
も
、
之
れ
を
用
い
る
者
は
鮮
し
。
之
れ
を
慕
う
者
は
多
か
れ
ど
も
、
之
れ
を
行
う
者
は
寡
し
。
然

る
所
以
は
何
ぞ
や
。
諸
れ
を
性
に
反
す
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。
夫
れ
内
、
中
に
開ひ
ら

け
ず
し
て
、
強
い
て
学
問
す
る
者
は
、
耳
に
入
れ
ど

も
心
に
著つ

か
ず
。
此
れ
何
ぞ
以
て
聾
者
の
歌
に
異
な
ら
ん
や
。
人
の
之
れ
を
為
す
に
效な
ら

え
ど
も
以
て
自
ら
楽
し
む
こ
と
無
し
。
声
口

よ
り
出
づ
れ
ば
、
則
ち
越
し
て
散
ず
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
善
言
便
計
」
を
聴
い
て
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
原
因
を
「
諸
れ
を
性
に
反
す
能
わ
ざ
る
」、
つ
ま
り

自
身
の
性
質
や
資
質
に
立
ち
返
っ
て
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
と
し
て
い
る
。

　
次
に
『
荀
子
』
に
お
い
て
も
、「
聴
」
に
関
連
す
る
記
述
が
見
え
る
。

聽
政
之
大
分
、
以
善
至
者
待
之
以
禮
、
以
不
善
至
者
待
之
以
刑
。

政
を
聴
く
の
大
分
、
善
を
以
て
至
る
者
は
、
之
を
待
つ
に
礼
を
以
て
し
、
不
善
を
以
て
至
る
者
は
、
之
を
待
つ
に
刑
を
以
す
。

故
公
平
者
、
聽
之
衡
也
。
中
和
者
、
聽
之
繩
也
。
其
有
法
者
以
法
行
、
無
法
者
以
類
舉
、
聽
之
盡
也
。
偏
黨
而
不
經
、
聽
之
辟
也
。

故
に
公
平
な
る
者
は
、
聴
の
衡
な
り
。
中
和
な
る
者
は
、
聴
の
縄
な
り
。
其
の
法
有
る
者
は
法
を
以
て
行
い
、
法
無
き
者
は
類
を
以

て
挙
す
る
は
、
聴
の
尽
な
り
。
偏
黨
に
し
て
経
せ
ざ
る
は
、
聴
の
辟
な
り
。（
王
制
篇
）

君
主
が
政
治
を
聴
く
際
の
「
大
分
」
に
つ
い
て
説
く
。
ま
た
、「
聴
」
に
お
け
る
要
点
を
「
衡
」「
縄
」「
尽
」「
辟
」
と
い
う
語
で
示
し
て

い
る
。
こ
の
記
述
と
「
聴
有
五
患
」
は
、
君
主
側
か
ら
見
た
「
聴
」
に
つ
い
て
述
べ
る
と
い
う
点
で
類
似
す
る
。

　
君
主
側
か
ら
見
た
「
聴
」
に
つ
い
て
は
、『
韓
非
子
』
で
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

凡
聽
之
道
、
以
其
所
出
、
反
以
為
之
入
。
故
審
名
以
定
位
、
明
分
以
辯
類
。

凡
そ
聴
く
の
道
は
、
其
の
出
で
し
所
を
以
て
、
反
っ
て
以
て
之
が
入
と
為
す
こ
と
な
り
。
故
に
名
を
審
ら
か
に
し
て
以
て
位
を
定

め
、
分
を
明
ら
か
に
し
て
以
て
類
を
弁
つ
。（
揚
権
篇
）
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觀
聽
不
參
、
則
誠
不
聞
、
聽
有
門
戸
則
臣
壅
塞
。

観
聴
参
ぜ
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
誠
聞
え
ず
、
聴
、
門
戸
有
ら
ば
、
則
ち
臣
壅
塞
す
。（
内
儲
説
上
篇
）

　
君
主
が
臣
下
の
言
葉
を
聴
く
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
言
葉
に
対
応
す
る
成
果
を
求
め
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
刑
名
参
同
の
思
想
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
言
行
を
見
比
べ
て
そ
の
言
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
や
、
臣
下
の
言
葉
を
「
聴
」
く
「
門
戸
」
で
あ

る
取
り
次
ぎ
役
を
一
人
だ
け
に
す
る
弊
害
を
述
べ
る
。

　
そ
の
他
、『
韓
非
子
』
に
は
こ
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

夫
姦
臣
、
得
乘
信
幸
之
勢
以
毀
譽
進
退
群
臣
者
、
人
主
、
非
有
術
數
以
御
之
也
。
非
參
驗
以
審
之
也
。
必
將
以
曩
之
合
己
、
信
今
之

言
。
此
幸
臣
之
所
以
得
欺
主
成
私
者
也
。
故
主
必
欺
於
上
、
而
臣
必
重
於
下
矣
。
此
之
謂
擅
主
之
臣
。

夫
れ
姦
臣
、
信
幸
の
勢
に
乗
じ
て
以
て
群
臣
を
毀
誉
進
退
す
る
を
得
る
は
、
人
主
、
術
数
以
て
之
を
御
す
る
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。

参
験
以
て
之
を
審
か
に
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
必
ず
将
に
曩
の
己
に
合
う
を
以
て
、
今
の
言
を
信
ぜ
ん
と
す
れ
ば
な
り
。
此
れ
幸
臣

の
主
を
欺
き
て
私
を
成
す
を
得
る
所
以
の
者
な
り
。
故
に
主
は
必
ず
上
に
欺
か
れ
、
臣
は
必
ず
下
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
此
れ
之
主
を
擅

に
す
る
の
臣
と
謂
う
。（
姦
劫
弑
臣
篇
）

　
君
主
は
、
し
ば
し
ば
姦
臣
を
制
御
す
る
に
あ
た
っ
て
有
効
な
「
術
数
」「
参
験
」
と
い
う
手
段
を
心
得
て
お
ら
ず
、
姦
臣
が
君
主
と
話

し
を
合
わ
せ
て
機
嫌
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
言
を
信
じ
、
結
果
欺
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
説
く
。
こ
こ
で
は
、
直
接
「
聴
」
と
い

う
語
が
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
君
主
側
か
ら
み
た
「
聴
」
に
関
す
る
害
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
多
く
の
文
献
は
「
聴
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、『
孫
臏
兵
法
』
強
兵
篇
に
見

え
る
君
主
の
様
子
に
注
目
し
た
い
。

威
王
、
問
孫
子
曰
、「
…
…
齊
士
、
教
寡
人
強
兵
者
、
皆
不
同
道
。
…
…
【
有
】）2
（

教
寡
人
以
政
教
者
、
有
教
寡
人
以
【
□
】
劍
者
、
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…
…
有
教
寡
人
以
散
粮
者
、
有
教
寡
人
以
靜
者
、
…
…
之
教
□
□
行
之
教
奚
。」

威
王
、
孫
子
に
問
い
て
曰
く
、「
…
…
斉
の
士
、
寡
人
に
強
兵
を
教
う
る
者
は
、
皆
道
を
同
じ
く
せ
ず
。
…
…
寡
人
に
教
う
る
に
政

教
を
以
て
す
る
者
有
り
、
寡
人
を
教
う
る
に
…
…
□
剣
を
以
て
す
る
者
有
り
、
寡
人
に
教
う
る
に
散
粮
を
以
て
す
る
者
有
り
、
寡
人

に
教
う
る
に
静
を
以
て
す
る
者
有
り
、
…
…
之
が
教
え
□
□
之
が
教
え
を
行
う
に
は
奚い
か
んせ
ん
。」
と
。

　
斉
に
い
る
士
の
中
で
、
強
兵
に
つ
い
て
教
え
る
者
が
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
内
容
を
も
っ
て
説
く
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、
学
説
を

聴
く
側
で
あ
る
斉
の
威
王
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
困
惑
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
恐
ら
く
斉
国
に
限
ら
ず
各
国

で
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『
呂
氏
春
秋
』
応
言
篇
で
は
、
白
圭
と
魏
の
恵
王
、
公
孫
龍
と
燕
の
昭
王
の
問
答
が

残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
不
屈
篇
で
は
、
魏
の
恵
王
と
恵
施
と
の
問
答
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
様
々
な
諸
子
の
学
説
を
聴
い
て
い

た
君
主
か
ら
す
れ
ば
、
ど
の
学
説
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
か
と
い
う
事
が
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
君
主
側
か
ら
見
た
「
聴
」
に
限
ら
ず
と
も
、『
管
子
』
白
心
篇
、『
淮
南
子
』
原
道
訓
、『
呂
氏
春
秋
』
聴
言
篇
の
よ
う
に
、
相

手
の
話
を
聴
く
際
の
心
得
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
「
聴
」
く
こ
と
が
重
大
な
思
想
的
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。

　
以
上
、「
聴
」
に
関
連
す
る
記
述
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
各
々
異
な
っ
た
論
法
で
「
聴
」
の
重
大
さ
や
、
そ
の
原
因
及
び
「
聴
」

く
際
の
対
策
・
心
得
を
説
い
て
い
た
が
、「
聴
有
五
患
」
は
『
荀
子
』
や
『
韓
非
子
』
と
同
じ
く
、
君
主
側
か
ら
見
た
「
聴
」
を
述
べ
て

お
り
、
そ
の
点
で
類
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
「
聴
有
五
患
」
は
、
そ
の
中
で
も
「
聴
」
に
関
す
る
患
い
を
内
外
に
分
け
て
論
じ

て
お
り
、
そ
こ
に
最
大
の
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
で
、『
管
子
』『
淮
南
子
』『
呂
氏
春
秋
』
は
、
君
主
側
か
ら
の
「
聴
」
に
限
定

せ
ず
、
一
般
的
に
相
手
の
話
を
ど
う
聞
く
べ
き
か
論
じ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
聴
」
に
対
す
る
深
刻
な
認
識
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
文
献
に
お
い
て
「
聴
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
「
聴
」
く
こ
と
が
重
大
な
思
想
的
課
題
の
一
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つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
、「
聴
有
五
患
」
も
そ
う
し
た
課
題
に
答
え
よ
う
と
す
る
文
献
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま

た
、
君
主
側
か
ら
の
「
聴
」
と
い
う
視
点
の
背
景
に
は
、
当
時
諸
子
が
様
々
な
学
説
を
も
っ
て
各
国
を
遊
説
し
、
諸
子
同
士
が
君
主
の
前

で
し
ば
し
ば
論
を
戦
わ
せ
た
り
、
或
い
は
君
主
が
多
く
の
諸
子
と
問
答
を
交
わ
し
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
た
。

結
語

　
最
後
に
、「
聴
有
五
患
」
の
時
代
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。「
聴
有
五
患
」
の
成
立
年
代
を
推
定
す
る
の
は
、
内
容
的
に
難
し
い
が
、
あ

え
て
推
測
す
る
な
ら
ば
、「
聴
有
五
患
」
中
で
用
い
ら
れ
る
「
万
乗
」
と
い
う
語
が
手
が
か
り
と
な
る
。
元
来
「
万
乗
」
と
い
う
語
は
、

周
代
に
お
い
て
天
子
を
表
し
、
ま
た
「
千
乗
」
は
有
力
な
諸
侯
を
表
す
語
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
国
中
期
以
降
に
な
る
と
「
万
乗
」
は

大
国
の
君
主
を
指
す
際
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
千
乗
」
は
そ
れ
に
次
ぐ
程
度
の
力
を
持
つ
者
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
戦
国
中
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
に
は
、「
萬
乘
之
國
、
其
弑
君
者
、
必
千
乘
之
家
。（
万
乗
の
国
、
其
の
君
を

弑
す
る
者
は
、
必
ず
千
乗
の
家
な
り
。）」
と
あ
り
、
お
お
よ
そ
戦
国
中
期
の
様
相
を
示
す
『
孫
臏
兵
法
』
八
陣
篇
に
も
「
万
乗
」
と
い
う

語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
聴
有
五
患
」
の
成
立
年
代
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
戦
国
中
期
〜
後
期
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
小
論
で
は
、
主
に
「
聴
有
五
患
」
の
内
容
・
構
成
を
明
ら
か
に
し
、
古
代
中
国
に
お
い
て
「
聴
」
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の

か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、「
聴
」
は
古
代
中
国
の
、
特
に
戦
国
時
代
に
お
い
て
重
要
な
思
想
的
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
ま
た
、『
荀
子
』
や
『
韓
非
子
』
で
、
君
主
側
か
ら
の
「
聴
」
が
強
調
し
て
述
べ
ら
れ
る
背
景
と
し
て
、
当
時

活
発
に
活
動
し
て
い
た
諸
子
の
存
在
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
「
聴
有
五
患
」
も
、
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
著
さ
れ
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た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

〔
注
釈
〕

（
1
） 
以
下
、「
聴
有
五
患
」釈
読
・
引
用
の
際
に
は
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡〔
貳
〕』(

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年)

を
底

本
と
す
る
。

（
2
） 「【
有
】」と
後
文
の「【
□
】」に
つ
い
て
は
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡〔
壹
〕』（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）に
従
っ

た
。
な
お
、
整
理
小
組
は
、
強
兵
篇
が
文
体
的
に
後
人
の
付
加
し
た
篇
で
あ
る
と
推
測
す
る
が
、
卑
見
に
よ
れ
ば
強
兵
篇
の
成
立
は
、
少
な
く
と

も
戦
国
後
期
ま
で
し
か
下
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
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摘要

銀雀山漢墓竹簡《聽有五患》與古代中國的“聽”

椛島 雅弘

本文的目的在於解讀和分析收錄在《銀雀山漢墓竹簡（貳）》（文物出版社，

2010 年 1 月）中的《聽有五患》一文，從而探討在古代中國“聽”這一概念

是如何被理解的。

《銀雀山漢墓竹簡（貳）》全書的內容分爲“論政論兵之類”、“陰陽時令、

占侯之類”以及“其他”等三部分。《聽有五患》被收錄在“論政論兵之類”中。

《聽有五患》主要闡述了如下的內容 ：爲了獲得天下，充沛的人材（臣下）

是必需的。而要將這些人材運用自如，就必須正確地“舉廢”和“賞罰”。正

確地“舉廢”和“賞罰”則需要君主注意“聽患”（即聽取意見時可能發生的

禍患）。文中具體地舉出了武王和紂王的典故。

《聽有五患》中的一大特徵是對“聽患”的描述，其中提到了君主在聽取

臣下意見時可能發生的五種“聽患”，其中兩種爲“內患”、三種為“外患”。“內

患”指從自身內心中產生的“聽患”，而“外患”則是因對方而產生的“聽患”。

雖然在古代中國，有關“聽患”的記述大概僅有《聽有五患》這一例，但

在其他文獻中，仍有很多描述“聽”的內容。例如，《管子》、《呂氏春秋》、《淮

南子》論述了聽取他人言論時的心得，而在《荀子》、《韓非子》中，則從君主

的角度闡述了聽取臣下意見時的問題點和注意點。

因此，在衆多文獻中都論及到了“聽”這一事實，暗示了在當時，“聽”

是一個重大的思想課題，而《聽有五患》應當被視作這一課題的一部分。

像《聽有五患》、《荀子》、《韓非子》這樣，從君主一側闡述“聽”，正如從《孫

臏兵法》強兵篇或者《呂氏春秋》應言篇中可以看到的那樣，和當時諸子怀揣

各種各樣的學說遊說列國、諸子間在君主面前互相論戰、又或者君主和不同的

學派交流意見的時代背景有關。
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